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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 12,637 △24.2 3,716 △47.7 3,776 △46.3 2,603 △38.3

2021年３月期第２四半期 16,680 6.8 7,102 17.1 7,025 17.0 4,222 9.4

（注）包括利益 2022年３月期第２四半期 2,652百万円（△37.4％） 2021年３月期第２四半期 4,234百万円（7.5％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 190.23 184.07

2021年３月期第２四半期 302.45 290.91

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 45,156 36,142 80.0

2021年３月期 46,048 35,772 77.6

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 36,113百万円 2021年３月期 35,742百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 30.00 － 40.00 70.00

2022年３月期 － 40.00

2022年３月期（予想） － － －

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

　　　２．2022年３月期の期末配当につきましては、現時点で業績予想が困難であることから未定としております。

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

　当社グループは、ゲーム事業の短期的な事業環境が激しく変化する不確定要素が多いことに加え、IP創出やグローバ
ルゲームへの新しい挑戦を実施していく方針であり、適正かつ合理的な数値の算出が非常に困難であります。そのた
め、今後につきましては、四半期毎の決算や事業の概況の適時な開示に努めることにより、通期の業績予想については
開示しない方針とさせていただきます。
　詳細につきましては、添付資料Ｐ２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報
に関する説明」をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期２Ｑ 14,096,600株 2021年３月期 14,046,200株

②  期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 560,622株 2021年３月期 60,184株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 13,688,244株 2021年３月期２Ｑ 13,962,061株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無
（注）詳細は、添付資料Ｐ７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）１．株式給付信託（J-ESOP）により信託口が保有する当社株式（2022年３月期２Ｑ：60,159株、2021年３月期：59,761株）を、自

己株式に含めて記載しております。

２．株式給付信託（J-ESOP）により信託口が保有する当社株式（2022年３月期２Ｑ：65,866株、2021年３月期２Ｑ：26,842株）を

期中平均株式数の計算において控除する自己株式数に含めて記載しております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　　本資料における予測値及び将来の見通しに関する記述・言明は、当社が現在入手可能な情報による判断及び仮定

に基づいております。その判断や仮定に内在する不確実性及び事業運営や内外の状況変化により、実際に生じる結

果が予測内容とは実質的に異なる可能性があり、当社は将来予測に関するいかなる内容についても、その確実性を

保証するものではありません。

（四半期決算補足説明資料の入手方法について）

　　当社は、2021年11月１日に機関投資家及びアナリスト向けの四半期決算説明会を開催する予定です。この説明会

で配布する四半期決算補足説明資料については、決算発表後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により依然として厳しい状

況にありますが、感染拡大の防止策を講じつつ、ワクチン接種を促進する中で、各種政策の効果や海外経済の改善

もあって、景気が持ち直していくことが期待されております。ただし、内外の感染症の動向、サプライチェーンを

通じた影響による下振れリスクの高まりに十分注意する必要がある他、金融資本市場の変動等の影響を注視してい

く必要があります。

　そのような状況の中、当社グループが属するゲーム業界を取り巻く環境につきましては、2021年の世界のゲーム

市場規模は前年の新型コロナウイルスによる巣籠り需要急増からの振り戻し等により前年比1.1％減の1,758億ドル

と予測されておりますが、その中でも最も大きな割合を占めているモバイルゲームについては前年比4.4％増の907

億ドルの市場規模へ成長することが見込まれており（出典：Newzoo「Games Market Report 2021」）、引続きグロ

ーバルで成長し続ける業界であると考えられております。

　このような環境の中、当社グループのゲーム事業につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響は見受けら

れず、より高いクオリティとユーザー体験にこだわり、タイトルを厳選して開発・運用していく方針の下、既存タ

イトルの堅実な運用と新規タイトルの開発に努めてまいりました。主力タイトルである株式会社バンダイナムコエ

ンターテインメントとの協業タイトル「ドラゴンボールZ ドッカンバトル」につきましては、LTV最大化のため、

長期目線での運用を継続した結果、全世界3.5億ダウンロード突破記念イベントの開催や海外版６周年記念イベン

トの開催により、国内だけでなく米仏含む複数の国と地域でストアセールスランキング（注）１位を獲得しまし

た。また、株式会社スクウェア・エニックスとの協業タイトル「ロマンシング サガ リ・ユニバース」では、国内

版2.5周年イベントや海外版１周年イベントの他サガシリーズ31周年を記念したイベントを開催するなど、長期目

線での安定運営を継続してまいりました。しかしながら、ゲーム事業全体では既存タイトルが前年同期の高い水準

に及ばなかった影響や新規ゲームへの投資が進捗したことを受け、減収減益となりました。

　IP事業につきましても、新型コロナウイルス感染症の影響は見受けられず、取り扱いIPが増加している他、展開

チャネルが拡大するなど、IPエコシステムの構築が着実に進捗しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高12,637百万円（前年同期比24.2％減）、営業利益

3,716百万円（同47.7％減）、経常利益3,776百万円（同46.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益2,603百

万円（同38.3％減)となっております。

　なお、当社グループは、全セグメントに占める「ゲーム事業」の割合が高く、開示情報としての重要性が乏しい

ことから、セグメントごとの記載を省略しております。

（注）ストアセールスランキング：App Store またはGoogle Playのセールスランキング

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べて891百万円減少し45,156百万

円となりました。主な要因として、投資有価証券の増加2,318百万円があった一方で、現金及び預金の減少2,587百

万円及びその他流動資産の減少536百万円があった影響によるものであります。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末の負債につきましては、前連結会計年度末に比べて1,261百万円減少し9,014百万円

となりました。主な要因として、納付による未払法人税等の減少125百万円、支給による賞与引当金の減少247百万

円、株式給付引当金の減少264百万円及びその他流動負債の減少479百万円があった影響によるものであります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて370百万円増加し36,142百万円となりまし

た。主な要因として、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上2,603百万円があった一方で、剰余金の配当561百

万円及び自己株式取得等による減少1,734百万円があった影響によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当社グループは、ゲーム事業の短期的な事業環境が激しく変化する不確定要素が多いことに加え、IP事業につい

ても積極的な挑戦していく方針であり、適正かつ合理的な数値の算出が非常に困難であるため、2022年３月期の業

績見通しにつきましては開示しない方針とさせていただきます。

　なお、業績見通しが適正かつ合理的に算出できる状況になりましたら、適時に開示する方針でございます。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 27,986 25,398

売掛金 5,591 －

売掛金及び契約資産 － 5,209

有価証券 3,000 3,000

その他 1,677 1,141

流動資産合計 38,256 34,749

固定資産

有形固定資産 571 793

無形固定資産

その他 20 7

無形固定資産合計 20 7

投資その他の資産

投資有価証券 6,092 8,411

その他 1,230 1,218

貸倒引当金 △124 △24

投資その他の資産合計 7,199 9,606

固定資産合計 7,791 10,407

資産合計 46,048 45,156

負債の部

流動負債

買掛金 930 832

１年内償還予定の社債 1,000 1,000

１年内返済予定の長期借入金 99 58

未払法人税等 1,339 1,214

賞与引当金 247 －

株式給付引当金 399 135

その他 1,980 1,501

流動負債合計 5,997 4,741

固定負債

社債 2,000 2,000

長期借入金 2,208 2,200

その他 69 72

固定負債合計 4,278 4,272

負債合計 10,275 9,014

純資産の部

株主資本

資本金 2,765 2,772

資本剰余金 2,764 2,771

利益剰余金 30,412 32,454

自己株式 △268 △2,003

株主資本合計 35,673 35,995

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 46 87

為替換算調整勘定 23 30

その他の包括利益累計額合計 69 118

新株予約権 29 29

純資産合計 35,772 36,142

負債純資産合計 46,048 45,156

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 16,680 12,637

売上原価 5,915 5,303

売上総利益 10,765 7,333

販売費及び一般管理費 3,663 3,617

営業利益 7,102 3,716

営業外収益

受取利息 0 6

出資金運用益 20 －

助成金収入 57 20

貸倒引当金戻入額 － 100

その他 3 4

営業外収益合計 82 131

営業外費用

支払利息 14 9

為替差損 8 6

出資金運用損 － 18

投資事業組合運用損 19 22

貸倒引当金繰入額 113 －

その他 2 14

営業外費用合計 158 71

経常利益 7,025 3,776

特別利益

事業譲渡益 44 －

固定資産売却益 5 －

投資有価証券売却益 19 223

特別利益合計 69 223

特別損失

固定資産除却損 8 60

投資有価証券評価損 836 210

事業整理損 179 －

特別損失合計 1,024 270

税金等調整前四半期純利益 6,071 3,729

法人税等 1,848 1,125

四半期純利益 4,222 2,603

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,222 2,603

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益 4,222 2,603

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8 41

為替換算調整勘定 3 7

その他の包括利益合計 11 48

四半期包括利益 4,234 2,652

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,234 2,652

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 6,071 3,729

減価償却費 134 72

事業譲渡損益（△は益） △44 －

固定資産売却損益（△は益） △5 －

固定資産除却損 8 60

投資有価証券売却損益（△は益） △19 △223

投資有価証券評価損益（△は益） 836 210

事業整理損 179 －

受取利息及び受取配当金 △0 △6

支払利息 14 9

出資金運用損益（△は益） △20 18

投資事業組合運用損益（△は益） 19 22

為替差損益（△は益） 0 6

賞与引当金の増減額（△は減少） △271 △247

株式給付引当金の増減額（△は減少） △137 △264

貸倒引当金の増減額（△は減少） 113 △100

売上債権の増減額（△は増加） △1,476 382

その他の資産の増減額（△は増加） 745 547

仕入債務の増減額（△は減少） 47 △97

その他の負債の増減額（△は減少） 9 △578

その他 132 197

小計 6,337 3,739

利息及び配当金の受取額 0 6

利息の支払額 △14 △9

法人税等の支払額 △1,068 △1,264

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,254 2,472

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3,109 －

有形固定資産の取得による支出 △51 △302

無形固定資産の取得による支出 △2 △1

投資有価証券の取得による支出 △643 △2,449

貸付けによる支出 △213 －

投資有価証券の売却による収入 39 391

子会社株式の取得による支出 － △167

その他 2 6

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,977 △2,523

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △49 △49

社債の償還による支出 △2,000 －

株式の発行による収入 14 14

自己株式の取得による支出 △22 △1,939

配当金の支払額 △419 △560

その他 △4 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,481 △2,537

現金及び現金同等物に係る換算差額 3 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,201 △2,587

現金及び現金同等物の期首残高 23,204 24,880

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △34 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 21,969 22,292

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　当社は、2021年４月28日開催の取締役会決議に基づき、自己株式500,000株の取得を行いました。この結果、株

式給付信託（J-ESOP）により、信託を通じて取得した自己株式を含め、当第２四半期連結累計期間において自己株

式が1,734百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末において自己株式が2,003百万円となっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによ

り、一部の取引について、従来は、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識していましたが、顧客への財

又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から

取引先に支払う額を控除した純額で収益を認識することとしています。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、第２四半期連結累計期間の売上高及び売上原価に与える影響は軽微であり、販売費及び一般管理

費、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。また利益剰余金の当期首残

高に与える影響もありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「売掛金」は、第１四半期連結会計期間より、「売掛金及び契約資産」に含めて表示することといたしまし

た。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示

方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これにより、四半期連結財務諸表

に与える影響は軽微であります。

（セグメント情報）

　当社グループは、全セグメントに占める「ゲーム事業」の割合が高く、開示情報としての重要性が乏しいこと

から、セグメント情報の記載を省略しております。
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